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シリーズ      私
わたし

の好
す

きな  京
きょうと

都
発
は っ こ う

行：（公
こ う

財
ざ い

）京
き ょ う と し こ く さ い こ う り ゅ う き ょ う か い

都市国際交流協会
          http://www.kcif.or.jp　
         lik web: http://lik.kcif.or.jp/

私
わたし

は、交
こうかん

換留
りゅうがくせい

学生として京
きょうと

都で過
す

ごした時
じかん

間と同
おな

じ位
くらい

、日
にほん

本で自
じどうしゃ

動車や電
でんしゃ

車、
飛
ひ こ う き

行機での旅
たび

に時
じかん

間を割
さ

いてきました。日
にほん

本のちょうど真
ま

ん中
なか

にあって、ここ 8
カ月
げつかん

間、研
けんきゅう

究の拠
きょてん

点にしている京
きょうと

都では、時
じ さ

差ぼけもなく、大
だいぶぶん

部分の観
かんこうきゃく

光客に比
くら

べると言
ことば

葉の違
ちが

いによるトラブルもほとんどなく、どこにでも旅
たび

に行
い

くことがで
きる、又

また

とないチャンスに恵
めぐ

まれました。京
きょうと

都は日
にほん

本の中
ちゅうしん

心にあり、ほとんどの
国
こくない

内旅
りょこう

行の出
しゅっぱつてん

発点として絶
ぜっこう

好の場
ばしょ

所です。市
しない

内でも、日
にほん

本の片
かたすみ

隅へでも、どんな
旅
たび

にも独
ひと

りで行
い

って、その全
すべ

てを体
たいけん

験してみることを、お薦
すす

めしたいと思
おも

います。

母
はは

は、私
わたし

を冒
ぼうけん

険の旅
たび

の虜
とりこ

にしてくれた人
ひと

です。彼
かのじょ

女は、旅
りょこう

行代
だいりてん

理店に就
しゅうしょく

職す
る前

まえ

のもっと若
わか

い時
とき

には、世
せかいじゅう

界中の国
くにぐに

々で暮
く

らしていました。私
わたし

が手
て

の掛
かか

らない
年
ねんれい

齢になると、母
はは

は親
しんるい

類を訪
たず

ねたり、まだ行
い

ったことのない田
いなか

舎にちょっと足
あし

を踏
ふ

み入
い

れたり、自
じぶん

分好
ごの

みの旅
たび

で 1年
ねん

に数
すうかい

回は家
いえ

を留
る す

守にしていました。私
わたし

は、
年
ねん

に 1 ～ 2回
かい

は、母
はは

の旅
たび

に付
つ

いて回
まわ

るのが癖
くせ

になっていましたが、普
ふつう

通のアメ
リカ人

じん

にとって、それが、どれ程
ほど

おかしなことか、理
りかい

解できる齢
とし

になると、自
じぶん

分
で荷

にづく

造りをして、どこか新
あたら

しい所
ところ

へ旅
たび

に出
で

るようになりました。

一
ひとり

人でブラブラするのは、目
めあたら

新しい場
ばしょ

所を見
み

つける最
さいりょう

良の手
しゅだん

段です。京
きょうと

都に初
はじ

めて引
ひ

っ越
こ

してきた 9月
がつ

頃
ごろ

を思
おも

い返
かえ

してみると、独
ひと

りで店
みせ

を覗
のぞ

き込
こ

んだり、商
しょうてん

店の陳
ちんれつ

列を見
み

て回
まわ

ったり、何
なに

か美
お い

味しそうな匂
にお

いを辿
たど

ったりしてき
た多

おお

くのことが、たくさんの道
みち

やバス停
てい

、電
でんしゃ

車の駅
えき

などを、憶
おぼ

える助
たす

けになりました。この町
まち

でたくさんの名
めいしょ

所を
見
み

てから、さらに時
じかん

間をかけてあちこち歩
ある

くうちに、裏
うらどお

通りや脇
わきみち

道にも面
おもしろ

白いところが見
み

つかり始
はじ

めました。都
とかい

会
の密
みっしゅう

集や、無
むちつじょ

秩序な広
ひろ

がりの陰
かげ

にある、ささやかながらも興
きょうみぶか

味深い見
み

どころも、たくさん発
はっけん

見できました。

京
きょうと

都ばかりでなく、遠
とお

く離
はな

れた所
ところ

でもこのような散
さんさく

策を始
はじ

めたきっかけは、ある程
ていど

度の思
おも

いつきと満
まんぞくかん

足感です。
去
きょねん

年の秋
あき

に 1
いっ

週
しゅうかん

間学
がっこう

校が休
やす

みの間
あいだ

、私
わたし

が旅
たび

の計
けいかく

画をあれこれと考
かんが

えていた時
とき

に、林
はやし

　鵞
が

峰
ほう

＊の「日
にほん

本三
さんけい

景」に巡
めぐ

り会
あ

い、すぐに私
わたし

のしたかったことがわかりました。京
きょうと

都を出
で

て厳
いつく

島
しま

神
じんじゃ

社から天
あま

の橋
はしだて

立へ回
まわ

り、東
とうきょう

京で乗
の

り継
つ

いで、
島
しま

の住
じゅうみん

民より野
の ら

良猫
ねこ

の方
ほう

が多
おお

く住
す

んでいる宮
みやぎけん

城県の田
たしろ

代島
じま

に向
む

かう途
とちゅう

中、松
まつしま

島に立
た

ち寄
よ

ってから、ひと足
あし

のばして
札
さっぽろ

幌までの 2
ふつ

日
かかん

間の旅
たび

を終
おえ

えました。そして、それは正
しょうき

気とは思
おも

えない計
けいかく

画の旅
たび

でした。このようなひとり旅
たび

では、
そこに留

とど

まるのも先
さき

に進
すす

むのも思
おも

いのままで、多
おお

くのことに触
ふ

れる機
きかい

会があるでしょう。そしてそれを決
き

めるのは、
いつも自

じぶん

分次
しだい

第なのです。

行
い

ったり、来
き

たり：ひとり旅
たび

して、我
わ

が家
や

へ帰
かえ

る

アラン・アキーノ（アメリカ）

５ページに続
つづ

く

アランさん
長
ながさき

崎バイオパークにて
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　「水
みず

と共
とも

につながる、いのち。」をコンセプト
とした京

きょうと

都水
すいぞくかん

族館は、梅
うめ

小
こうじ

路公
こう

園
えんない

内にあります。
館
かんない

内は 12 のゾーンに分
わ

かれていて、アザラシ
やオオサンショウウオ、ペンギンなど、沢

たくさん

山の
生
い

き物
もの

たちを見
み

ることができます。その中
なか

でも、
イルカスタジアムではトレーナー、パフォーマ
ー、イルカだけではなく、観

かんきゃく

客も参
さんか

加できる「イ
ルカ LIVE きいて音 ( ネ )」というパフォーマン
スを楽

たの

しむことができます。

　今
いま

水
すいぞくかん

族館に行
い

くと、「イルカとスプラッシュ
!!」という水

みずあそ

遊びのイベントを楽
たの

しむことができ
ます。また、営

えいぎょう

業時
じかん

間が延
えんちょう

長されていて、夜
よる

の
イルカパフォーマンス「イルカ night LIVE きいて音 ( ネ )」も開

かいさい

催されています。夜
よる

のイルカパフォー
マンスは照

しょうめい

明がとても素
すてき

敵で、昼
ひる

のパフォーマンスとは全
まった

く違
ちが

った雰
ふ ん い き

囲気を楽しむことができます。各
かく

イベントの開
かいさい

催期
きかん

間と詳
くわ

しい情
じょうほう

報は以
い か

下を確
かくにん

認してください。

http://www.kyoto-aquarium.com/news/2016/05/irukatosplash.html

　全
ぜんこく

国のセブン‐イレブン店
てんぽ

舗では、京
きょうと

都水
すいぞくかん

族館と京
きょうと

都鉄
てつどう

道博
はくぶつかん

物館のセット券
けん

が販
はんばい

売されています。こ
のチケットで、購

こうにゅう

入時
じ

に指
してい

定した京
きょうと

都鉄
てつどう

道博
はくぶつかん

物館の入
にゅう

館
かん

日
び

から 1
いっ

ヶ
かげつ

月以
いない

内ならば、京
きょうと

都水
すいぞくかん

族館に入
にゅう

館
かん

できます。通
つうじょう

常の入
にゅう

館
かんりょう

料よりお得
とく

に入
にゅう

館
かん

できるので、1
いっ

ヶ
かげつ

月以
いない

内に両
りょうしせつ

施設に行
い

きたい時
とき

は、セット券
けん

の
購
こうにゅう

入をお勧
すす

めします。今
ことし

年の夏
なつ

は梅
うめ

小
こうじ

路公
こうえん

園周
しゅうへん

辺に出
で

かけてみませんか？

夏
なつやす

休みのお出
で

かけは京
きょうと

都水
すいぞくかん

族館へ

金
かなや

谷 千
ち な み

菜美 

イルカパフォーマンス

京
き ょ う と し

都市からのお知
し

らせ　
「臨

り ん じ

時福
ふ く し

祉給
きゅうふ

付金
きん

」，「年
ねんきん

金生
せいかつしゃ

活者等
とう

支
し え ん

援臨
り ん じ

時福
ふ く し

祉給
きゅうふ

付金
きん

」
２０１４年

ねん

４月
がつ

から消
しょうひぜい

費税が上
あ

がりましたが，京
きょうとし

都市から，所
しょとく

得が低
ひく

い人
ひと

（２０１６年
ね ん ど

度市
しみんぜい

民税が

課
か ぜ い

税されていない人
ひと

）に「臨
り ん じ

時福
ふ く し

祉給
きゅうふ

付金
きん

」を 配
くば

ります。

また，賃
ちんぎん

金引
ひ

き上
あ

げの影
えいきょう

響を受
う

けにくい年
ねんきん

金生
せいかつ

活の人
ひと

を支
し え ん

援するため，「臨
り ん じ

時福
ふ く し

祉給
きゅうふ

付金
きん

」の対
たいしょう

象

となる人
ひと

のうち，障
しょうがい

害基
き そ

礎年
ねんきん

金や遺
い ぞ く

族基
き そ

礎年
ねんきん

金を受
じゅきゅう

給している人
ひと

に「年
ねんきん

金生
せいかつしゃ

活者等
とう

支
し え ん

援臨
り ん じ

時福
ふ く し

祉給
きゅうふ

付

金
きん

（障
しょうがい

害・遺
い ぞ く

族基
き そ

礎年
ねんきん

金受
じゅきゅうしゃ

給者向
む

け）」を配
くば

ります。

○　対
たいしょう

象となる人
ひと

には，条
じょうけん

件があります。詳
くわ

しい条
じょうけん

件は，【お問
とい

合
あわ

せ先
さき

】にお問
といあわ

合せください。

○　対
たいしょう

象となる人
ひと

には，京
きょうとし

都市から申
しんせいしょ

請書が郵
ゆうびん

便で来
き

ます。

○　申
しん

請
せい

書
しょ

は水
みずいろ

色の封
ふうとう

筒で来
き

ます。申
しん

請
せいしょ

書を書
か

いて，中
なか

に入
はい

っている返
へんしんよう

信用の封
ふうとう

筒で２０１７年
ねん

２月
がつ

　　２
ふ つ か

日までに送
おく

ってください。切
き っ て

手はいりません。

○　京
きょうとし

都市が審
し ん さ

査して，対
たいしょう

象となる人
ひと

には，順
じゅんばん

番にみなさんの銀
ぎんこう

行の口
こ う ざ

座にお金
かね

が入
はい

ります。

　　【お問
といあわ

合せ先
さき

】　
          京

き ょ う と し

都市「臨
り ん じ ふ く し き ゅ う ふ き ん

時福祉給付金」コールセンター　　　　　　　Tel: ０７５－２５１－２３６０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax: ０７５－２５１－２３６１
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日
にほ ん

本最
さいだい

大の京
きょうと

都鉄
てつどう

道博
はくぶつかん

物館が、今
こと し

年のゴールデンウィークの
初
はじ

めにグランドオープンしました。京
きょうとえき

都駅を西
にし

に 20 分
ぷん

ほど歩
ある

く
と着

つ

き、入
にゅうじょう

場し見
けんがく

学しました。蒸
じょうき

気機
きかんしゃ

関車から新
しんかんせん

幹線まで多
おお

く
の列

れっしゃ

車を始
はじ

め色
いろいろ

々と展
て ん じ

示されています。関
かんさい

西に住
す

んでいる人
ひと

に
は懐

なつ

かしい寝
しんだい

台列
れっしゃ

車の「日
にほんかい

本海」（大
おおさか

阪↔青
あおもり

森）がありました。
明
め い じ

治時
じ だ い

代に米
べいこく

国から輸
ゆにゅう

入し、北
ほっかいどう

海道開
かいたく

拓に活
かつやく

躍した小
こ が た

型蒸
じょうき

気
機
きかんしゃ

関車もありました。
鉄
てつどう

道の開
かいぎょう

業時
じ

に英
えいこく

国から技
ぎじゅつ

術指
し ど う

導を始
はじ

め多
た だ い

大の支
し え ん

援を受
う

けた
資
しりょう

料も展
て ん じ

示されています。運
うんてん

転がシミュレーターなどで体
たいけん

験で
き、鉄

てつどう

道ジオラマで雰
ふ ん い き

囲気を味
あじ

わえ、これらは子
こ

ども達
たち

に人
に ん き

気
です。蒸

じょうき

気機
き か ん

関・線
せ ん ろ

路・衝
しょうげき

撃吸
きゅうしゅう

収・メンテナンス設
せ つ び

備などは
現
げんぶつ

物が展
て ん じ

示され、説
せつ

明
めいぶん

文があるので分
わ

かりやすいです。新
しんかんせん

幹線
は創
そうぎょう

業以
い ら い

来、事
じ こ

故による死
しし ゃ

者はなく、その安
あんぜん

全に貢
こうけん

献している
ＡＴＳ（列

れっしゃ

車自
じど う

動停
てい し

止装
そう ち

置）や集
しゅうちゅう

中管
かん り

理についての説
せつめい

明もあり
ます。
屋
おくじょう

上テラスからは、京
きょうと

都の街
まちなみ

並みと新
しんかんせん

幹線と在
ざいらいせん

来線が一
いちぼう

望で
きます。館

かんない

内には、レストランに加
くわ

えて、食
しょくどうしゃ

堂車があり、駅
えきべん

弁
も食

た

べることができます。予
よや く

約をすれば、資
しりょうしつ

料室で鉄
てつどう

道資
しりょう

料を
詳
くわ

しく調
しら

べられます。	
子
こ

どもからシニアまできっと楽
たの

しめること間
まち が

違いなしです。
(HP: http://www.kyotorailwaymuseum.jp/)

京
きょうと

都鉄
てつどう

道博
はくぶつかん

物館グランドオープン

古
ふ る た

田 富
とみよし

好

蒸
じょうききかんしゃ

気機関車

鉄
てつどう

道シミュレータ スカイテラスから見
み

た京
きょうとしがい

都市街

  kokoka news ＊＊＊こくさいこうりゅうかいかん　ニュース

外
がいこくじん

国人のためのカウンセリング・デイ

法
ほうりつ

律、ビザ、税
ぜいきん

金、保
ほけん

険や年
ねんきん

金などについて、わからないことはありませんか？
心
こころ

の悩
なや

みを抱
かか

えていませんか？専
せんもんか

門家がみなさんの相
そうだん

談に、お応
こた

えします。通
つうやくしゃ

訳者もいます。事
じぜん

前に
予
よやく

約してください。秘
ひ

密
みつ

厳
げん

守
し ゅ

。
日
にち じ

時：９月
がつ

２５日
にち

（日）午
ご ご

後１時
じ

～５時
じ

場
ばし ょ

所：kokoka 京
きょうとしこくさいこうりゅうかいかん

都市国際交流会館　３Ｆ 会
かいぎしつ

議室・相
そうだんしつ

談室
申
もうしこみ

込： 075-752-3511
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　今
こと し

年の５月
がつ

２２日
にち

、京
きょうと

都に新
あたら

しいコミュニティＦＭラジ
オ局
きょく

が生
う

まれました。ラジオ局
きょく

の名
なま え

前は「ラジオミックス
京
きょうと

都」で、北
き た く

区や上
かみぎょうく

京区といった京
きょうと

都市
し

北
ほ く ぶ

部が、放
ほうそう

送の
対
たいしょう

象地
ちい き

域になっています。周
しゅうはすう

波数は 87.0 ＭＨｚです。「ラ
ジオミックス」という名

なま え

前には「世
せだ い

代、職
しょくぎょう

業など、いろい
ろな文

ぶん か

化と人
ひと

がラジオを通
つう

じて混
ま

ざることで、新
あたら

しいもの
を生

う

み出
だ

し、地
ちい き

域を活
かっせいか

性化させたい」という思
おも

いがこめら
れています。

　ラジオミックス京
きょうと

都の大
おお

きな特
とくちょう

徴は、「地
ち い き

域と大
だいがく

学の
連
れんけい

携」をテーマとしていることです。北
きた く

区には４
よっ

つの大
だいがく

学
が有

あ

り、ラジオミックス京
きょうと

都は、これらの大
だいがく

学と北
きたく

区役
やくしょ

所、
地
じも と

元企
きぎょう

業、市
しみ ん

民の連
れんけい

携によって設
せつりつ

立されました。ちなみに、約
やく

１０人
にん

いる番
ばんぐみ

組パーソナリティーの半
はんぶん

分
は大
だいがくせい

学生だそうです。

　放
ほうそう

送は２
にじゅうよ

４時
じ か ん

間放
ほうそう

送で、そのうち４
よ

時
じ か ん

間は生
なまほうそう

放送です。番
ばんぐみ

組の中
なか

には、「GLOCAL KYOTO」という
英
えい ご

語の番
ばんぐみ

組もあります。放
ほうそう

送時
じか ん

間は毎
まいしゅう

週月
げつようび

曜日と金
きん

曜
よ う び

日の 15 時
じ

から 15 時
じ

50 分
ぷん

です。番
ばんぐみ

組の内
ないよう

容は、
地
ちい き

域のニュースや話
わだ い

題、音
おんがく

楽のほか、英
えい ご

語のレッスンのコーナーもあります。堅
かたくる

苦しくなく、気
きが る

軽に聴
き

ける番
ばんぐみ

組です。

今
こんかい

回、この番
ばんぐみ

組のパーソナリティーのアランさんにお話
はなし

をうかがいました。アランさんはアメリカのオ
ハイオ州

しゅう

出
しゅっしん

身で、４
よ

年
ねんまえ

前に日
にほ ん

本に来
こ

られたそうです。子
こ

どもの頃
ころ

からラジオが好
す

きで、４、５歳
さい

の頃
ころ

に
は自

じぶ ん

分でラジオ番
ばんぐみ

組を作
つく

って遊
あそ

んでいたそうです。いつかラジオ番
ばんぐみ

組をやりたいと思
おも

っていましたが、
日
にほん

本に来て、夢
ゆめ

がかなったとおっしゃっていました。

　番
ばんぐみ

組をする上
うえ

で苦
くろ う

労する事
こと

をお聞
き

きすると、「日
に ほ ん ご

本語はまだ勉
べんきょう

強中
ちゅう

なので、苦
くろ う

労しますが、それ以
いが い

外
は楽

たの

しいことばかりです。話
はなし

をしたり、曲
きょく

をかけたり、時
じか ん

間があっという間
ま

に過
す

ぎてしまいます。」と
言
い

っていました。

　事
じ む

務 局
きょく

長
ちょう

の時
ときおか

岡浩
こ う じ

二さんによると、大
だいがく

学と地
ちい き

域の連
れんけい

携によるラジオ放
ほうそう

送というのは新
あたら

しいコンセ
プトで、ひとつの挑

ちょうせん

戦だとのことです。また、「京
きょうと

都は国
こくさい

際都
と し

市と言われていますが、外
がいこくじん

国人向
む

けの
情
じょうほう

報発
はっしん

信はまだまだ少
すく

ないと思
おも

います。特
とく

にラジオのように速
そくほう

報性
せい

のあるものは有
あ

りません。今
こん ご

後は、
外
がいこくじん

国人向
む

けの情
じょうほう

報発
はっしん

信もしていきたい。」ともおっしゃっていました。

　ラジオミックス京
きょうと

都はラジオ以
いが い

外にもインターネットで聴
き

くこともできます。下
か き

記のＵＲＬにアクセ
スしてみてください。また、番

ばんぐみ

組へのリクエストやメッセージなども募
ぼしゅう

集しています。ぜひ多
おお

くの人
ひと

に
ラジオミックス京

きょうと

都を知
し

ってもらって、放
ほうそう

送を聴
き

いていただきたいと思
おも

います。

　ラジオミックス京
きょうと

都　
　　ＨＰ　http://radiomix.kyoto/
　　メール　fm870@radiomix.kyoto　

「大
だいがく

学と地
ち い き

域の連
れんけい

携」京
きょうと

都の新
あたら

しいＦＭラジオ局
きょく

ラジオミックス京
きょうと

都

鈴
すずき

木 秀
ひでとし

利

アランさん
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 　【オープン】９:３０～２０:３０

　　　　　　　（月曜日＆月末最終日閉室）

　 【TEL】075-752-1187　　

　 【FAX】075-752-3510　 

いっさつ

げつ よう び　　  げつまつ さいしゅうび  へいしつ

オススメの一冊

貸し出しはしていません。

2016/8・9としょ　レターkokoka 京都市国際交流会館

図書 ・ 資料室

きょうと し   こくさいこうりゅうかいかん

としょ          しりょうしつ

日本語学習、法律ビザ、日本文化、京都観光、いろいろな国の新聞
にほんご がくしゅう ほうりつ           にほん ぶんか    きょうとかんこう                    くに    しんぶん

海外旅行、留学、ロングステイ、ワーキングホリデイ、ボランティア
かいがいりょこう りゅうがく

か      だ

 図書・資料室には こんな本もあります

外国人が日本で生活するための本
がいこく じん      にほん      せいかつ                       ほん

日本人が外国を知るための本
にほん じん     がい こく     し                   ほん

 と  しょ      し りょうしつ                          ほん                      

 

 　　　　　　　　　　 　 ま　　　　　　　　　　   ねん     いちど　　　　　　　　　　　　 さいてん

　みなさんお待ちかね！ ４年に一度のスポーツの祭典、

「オリンピック」(8/5～ 8/21)・「パラリンピック」(9/7 ～ 9/18)

がブラジル・リオデジャネイロで開かれます。 

　この機会に、『ブラジルを知るための 56 章【第 2版】』

  ( アンジェロ・イシ 著　明石書店、2010) を読んで、

「多様性に富んだ国－ブラジル－」について知ってみませんか。

　ブラジルの魅力に目覚めるかもしれませんね。

　 さく

   ひ　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

 　  　  　  　
 ひら         

 き かい　　　　　　　　　　　　　　　 し　　　　　　　　　　　しょう　 だい　  はん　　　  

   ちょ     あかししょてん　　　　　　　　　　 よ　　　  　

 た ようせい　　 と　　　　 くに                                             し     

   みりょく　　 め　ざ

　 まつだ  もとこ　やく　　 しゅっぱん　

 ともだち　　　　　　　　 し              い                                 じんしゅ  

  　 ひとびと　　 く　　　　 まち    たの            つた                     え ほん

    え ほんてん　　 　　こ　　 

   す　　おんな　　こ

だい　　　　かいさい                                            

え ほんてん　　 せ かい

  せかい      え ほんてん                            　 こ とし         せ かい

 まいとしこうれい　　　　　　　　　　　　　　              としょしつ しゅさい

  こんかい   しゅってんえ ほん    なか　　　　　　　 しょうかい  　　　　　 

    ま

『マドレンカ』

　　( ピーター・シス 作、

　　松田 素子 訳  BL 出版、2001)

　毎年恒例となりました、kokoka 図書室主催、

「世界の絵本展」(8/3 ～ 8/7)。今年は≪世界の

絵本展　世界はいろいろ　ええやんか　そのま

まで！≫と題して開催します。ということで、

今回は出展絵本の中からのご紹介です。

　マドレンカはニューヨークに住む女の子。　

　ある日、歯がぐらぐらすることに気づいて、

友達みんなに知らせに行きます。いろんな人種

の人々が暮らす街の楽しさが伝わってくる絵本

です。みなさんぜひ絵本展にお越しください。

　お待ちしています！

旅
たび

と孤
こどく

独とが、どの程
ていど

度密
みっせつ

接に結
むす

びついているのか考
かんが

えてみると、冬
ふゆやす

休みを過
す

ごしたアメリカから日
にほん

本に戻
もど

る
途
とちゅう

中、ちょっと妙
みょう

な出
で き ご と

来事がありました。いつもの駅
えき

で電
でんしゃ

車を降
お

り、歩
ある

いて1
じゅっ

0分
ぷん

のホームステイ先
さき

へ帰
かえ

り始
はじ

めると、
私
わたし

はいつの間
ま

にか急
いそ

ぎ足
あし

になっていました。温
あたた

かい服
ふく

を着
き

ていたので、それは寒
さむ

さのせいではなく、そこに早
はや

く帰
かえ

り着
つ

きたい一
いっしん

心からだと、すぐに悟
さと

りました。

私
わたし

の「ホーム」。私
わたし

が一
いっこく

刻も早
はや

く会
あ

いたかったホームステイ先
さき

の人
ひと

たちは、もちろん血
ち

の繫
つな

がった家
かぞく

族ではあり
ません。生

う

まれ育
そだ

った所
ところ

から地
ちきゅう

球の反
はんたいがわ

対側にあるこの町
まち

は、当
とうぜん

然ながら私
わたし

の出
しゅっしんち

身地でもありません。私
わたし

がしょっち
ゅう旅

たび

に出
で

たくなるのは、新
あたら

しい可
かのうせい

能性を感
かん

じたり、ほんの少
すこ

しの間
あいだ

、何
なに

もかも投
な

げ出
だ

したいと思
おも

ったりするから
です。また、例

たと

えば長
ながさき

崎から札
さっぽろ

幌の雪
ゆき

祭
まつ

りを見
み

た後
あと

に京
きょうと

都に帰
かえ

るといったように、あっと驚
おどろ

く旅
たび

を自
じぶん

分で決
き

めたり
もできるからです。しかし、親

した

しみのあるもの――風
ふうけい

景や匂
にお

い、そこに住
す

む人
ひと

達
たち

――それらこそが、ある場
ばしょ

所を「ホ
ーム」にするのです。

私
わたし

は、京
きょうと

都を長
なが

い間
あいだ

離
はな

れてみてはじめて、なお一
いっそう

層この町
まち

で暮
く

らしたくなりました。

＊林
はやし

　鵞
が

峰
ほう

(1618 ～ 1680) 江
え ど

戸時
じだい

代前
ぜんき

期の儒
じゅ

学
がくしゃ

者。「日
にほん

本三
さんけい

景」は、その著
ちょしょ

書「日
にほんこくじせきこう

本国事跡考」に記
きじゅつ

述されている。

1 ページから続
つづ

く シリーズ      私
わたし

の好
す

きな  京
きょうと

都

清
きよみずでら

水寺 冬
ふゆ

の桂
かつら

駅
えき
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■メンバー
生
いくた

田 稔
みのる

 / 伊
い と う

東 志
し ま

麻 / 王
おう

 月
げ つ い

瑋 / 王
おう

 暁
しょうきん

琴 / 大
おおやぶ

薮 俊
しゅんいち

一 /
亀
かめ だ

田 千
ちあ き

明 / 金
かな や

谷 千
ち な み

菜美 / 鈴
す ず き

木 翔
しょういちろう

一朗 / 鈴
す ず き

木 秀
ひでとし

利 / 陳
ちん

 慕
ぼ び

薇 
/ 西
にしむら

村 誠
まこと

 / 藤
ふ じ た

田 リサ / 古
ふ る た

田 富
とみよし

好 / 水
み ず え

江 加
か な こ

奈子 / 山
やました

下 元
もと よ

代 / 
湯
ゆ ざ わ

澤 公
きみ お

朗 / Karl JANSMA / Yoshinori TAKEDA

■発
はっこう

行 : ( 公
こうざい

財 ) 京
きょうとし

都市国
こくさい

際交
こうりゅう

流 協
きょうかい

会 (http://www.kcif.or.jp)
TEL: 075-752-3511  FAX: 075-752-3510  E-mail: office@kcif.or.jp 
〒 606-8536 京

きょうとし

都市左
さきょうく

京区粟
あわたぐち

田口鳥
とりいちょう

居町 2-1   地
ち か て つ

下鉄東
とうざいせん

西線 [T09] 蹴
け あ げ え き

上駅より 徒
と ほ

歩 6
ろっぷん

分 
開
かいかん

館時
じ か ん

間 : 9:00 - 21:00
休
きゅうかんび

館日 : 月
げつようび

曜日 ( 月
げつようび

曜日が祝
しゅくじつ

日の場
ば あ い

合は翌
よくじつ

日休
きゅうかん

館 )　

9
藤
ふじた

田 リサ

　暑
あつ

い夏
なつ

、窓
まど

から差
さ

し込
こ

む日
ひ ざ

差しは強
きょうれつ

烈ですね。強
つよ

い日
ひ ざ

差しを

遮
さえぎ

るために、簾
すだれ

を使
つか

ってみませんか。簾
すだれ

とは、葦
あし（よし）

* や細
ほそ

く割
さ

い

た竹
たけ

を編
あ

んで、ブラインドのようにしたものです。日
ひ ざ

差しを遮
さえぎ

りながら、隙
すきま

間から風
かぜ

を通
とお

します。町
まちや

家 ** の窓
まど

の外
そと

に吊
つ

るさ

れているのを、きっと皆
みな

さんも見
み

かけたことがあるでしょう。

　簾
すだれ

の歴
れきし

史は長
なが

く、御
み す

簾という、飾
かざ

りのついた竹
たけ

のブラインド

がもとになっています。御
み す

簾は宮
きゅうちゅう

中（天
てんのう

皇の住
す

まい）や神
じんじゃ

社、

寺
てら

などの限
かぎ

られた場
ばしょ

所で使
つか

われ、部
へ や

屋や宗
しゅうきょうてき

教的な場
ばしょ

所を仕
し き

切る

役
やくめ

目を持
も

っていました。それが後
のち

に簾
すだれ

として庶
しょみん

民に普
ふ

及
きゅう

したと

言
い

われています。（御
み す

簾も今
いま

なお、神
じんじゃ

社や寺
てら

、御
ごしょ

所などで使
つか

わ

れています。）

　簾
すだれ

は職
しょくにん

人によって現
げんざい

在も伝
でんとうてき

統的な方
ほうほう

法で作
つく

られており、

専
せんもんてん

門店で買
か

うことができます。スーパーやホームセンターでは、

夏
なつ

の暮
く

らしに簾
すだれ

を取
と

り入
い

れよう

簾
すだれ

（京
きょうと

都の町
ま ち や

家）

御
み す

簾（北
きたのてんまんぐう

野天満宮）

数
すうひゃくえん

百円の手
てがる

軽なものも売
う

られています。ぜひ簾
すだれ

を手
て

に入
い

れて、窓
まど

の外
そと

に吊
つ

るしてみてください。暑
あつ

さが

和
やわ

らいで過
す

ごしやすくなるだけでなく、和
わふう

風の素
すてき

敵

な雰
ふ ん い き

囲気がでますよ。

＜余
よだん

談＞ 簾
すだれ

は夏
なつ

だけでなく、1年
ねんじゅう

中吊
つ

るされている

のを見
み

かけます。その理
りゆう

由は、簾
すだれ

には日
ひ ざ

差しを遮
さえぎ

る

だけでなく、外
そと

から家
いえ

の中
なか

が見
み

えないように、人
ひと

の

目
めせん

線を遮
さえぎ

る役
やくわり

割もあるからです。

* 葦
あし（よし）

・・・水
みずべ

辺に生
は

える植
しょくぶつ

物の一
いっしゅ

種

** 町
まちや

家・・・伝
でんとうてき

統的な木
もくぞう

造家
かおく

屋


